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高
齢
者
へ
の
身
近
な
支
援
者
と

し
て
、
介
護
予
防
の
大
切
さ
を
学

び
、
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
介
護
予
防
活
動
に
取
り

組
む
「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
全
８
回
（
講
義
５
回
・
実
習
３

回
）
の
講
座
修
了
者
に
は
認
定
証

を
交
付
し
ま
す
。

▼
開
講
日

•
講
義
＝
８
月
４
日
㈭
・
18
日

㈭
・
25
日
㈭
、
９
月
８
日
㈭
、
12

　
最
近
、
忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
て
き

た
な
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
音
楽
や
手
先
を
使
っ
た
手

品
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
認
知
症

予
防
の
た
め
の
簡
単
な
運
動
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
脳
ト

レ
や
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
時
間
＝
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
中
央
公
民
館

▼
内
容
＝
認
知
症
予
防
に
効
果
的

と
さ
れ
る
運
動
や
認
知
症
予
防
の

た
め
の
講
話
等
（
２
時
間
程
度
を

予
定
）

▼
対
象
＝
市
内
に
住
所
を
有
す
る

65
歳
以
上
の
方

▼
募
集
人
数
＝
15
人

▼
持
ち
物
＝
水
分
補
給
の
た
め
の

飲
み
物
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
運
動

が
で
き
る
服
装
、
運
動
靴

▼
申
込
方
法
＝
高
齢
者
支
援
課
の

窓
口
ま
た
は
電
話
に
て
申
し
込
み

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
会
場
ま
で
の
交
通
手

段
の
な
い
方
は
相
談
く
だ
さ
い   

□申
・
問
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支

　
援
班
　
☎
（70）
０
３
３
２

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
（70）
０
４
３
９

月
８
日
㈭
（
全
５
回
）

•
実
習
＝
９
月
〜
11
月
の
間
に
３

回
を
予
定

※

実
習
先
は
、
市
で
実
施
し
て
い

る
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」
、
「
い

き
い
き
元
気
ク
ラ
ブ
」
等
に
な
り

ま
す

▼
時
間
＝
14
時
〜
16
時

▼
会
場
＝
中
央
公
民
館
２
階
講
義
室

▼
講
義
内
容
＝
介
護
予
防
の
必
要

性
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
等

▼
対
象
＝
次
の
要
件
を
全
て
満
た

　
７
月
中
に
保
険
料
額
の
決
定
通

知
書
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
年
度
に
年
金
か
ら
天

引
き
で
納
付
い
た
だ
い
た
方
で
も
、

今
年
度
か
ら
納
付
書
で
の
納
付
ま

た
は
口
座
振
替
に
変
更
と
な
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
決
定
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
額
（
千
葉
県
内
の
全
て

の
市
町
村
で
同
率
）

•
所
得
割
率
＝
７
．９
３
％

•
均
等
割
額
＝
４
０
，４
０
０
円

•
賦
課
限
度
額
＝
57
万
円

※

そ
の
他
、
保
険
料
の
減
額
等
の

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
７
月

中
旬
以
降
に
郵
送
す
る
被
保
険
者

証
と
同
封
の
ご
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い    

問
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合

　
☎
０
４
３（
３
０
８
）６
７
６
８

　
市
民
課
国
保
年
金
班

　
☎
（70）
０
３
３
４

　
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い

な
い
方
は
都
合
の
良
い
日
程
で
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象

の
方
に
は
５
月
下
旬
に
受
診
票
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
大
網
病
院
で

の
個
別
健
診
も
受
診
で
き
ま
す
の

で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

•
受
診
時
に
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
40
歳
以
上
の
方

•
受
診
時
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
方

▼
受
付
時
間
＝
９
時
30
分
〜
11
時
、

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

※

受
診
整
理
券
は
受
付
開
始
の
30

分
前
か
ら
配
付
し
ま
す

▼
費
用
＝
無
料

※

大
網
病
院
で
国
保
の
個
別
健
診

を
受
け
る
場
合
は
、
一
部
負
担
金

１
，０
０
０
円
が
か
か
り
ま
す

◇
が
ん
検
診
も
実
施
し
て
い
ま
す

　
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
前
立
腺

が
ん
検
診
、
胃
の
健
康
度
検
査
を

同
時
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
腸
が

ん
検
診
を
希
望
す
る
方
は
事
前
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
肺
が
ん
、

前
立
腺
が
ん
検
診
、
胃
の
健
康
度

検
査
に
つ
い
て
は
当
日
会
場
で
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

※

が
ん
検
診
は
、
健
康
保
険
の
種

類
に
関
係
な
く
受
診
で
き
ま
す    

□申
・
問
（
特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て
）

　
市
民
課
国
保
年
金
班

　
☎
（70）
０
３
３
４

　
（
が
ん
検
診
に
つ
い
て
）

　
健
康
増
進
課
健
康
増
進
班

　
☎
（72）
８
３
２
１

す
方

•
市
内
在
住
で
介
護
予
防
活
動
に

関
心
が
あ
る
方

•
全
８
回
の
講
座
を
全
て
受
講
で

き
る
方

•
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

高
齢
者
が
集
う
場
等
に
お
い
て
介

護
予
防
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
方

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
募
集
人
数
＝
15
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法
＝
電
話
に
て
申
し
込
み

▼
そ
の
他
＝
筆
記
用
具
、
水
分
補

給
の
た
め
の
飲
み
物
を
持
参

□申
・
問
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支

　
援
班
　
☎
（70）
０
３
３
２

広 報

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

受
講
生
を
募
集

い
き
い
き
頭
の
体
操
ク
ラ
ブ
の

参
加
者
を
募
集

平
成
28
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
額
が
決
定
し
ま
す

特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

〜
７
月
23
日
㈯・30
日
㈯
に
も
実
施
し
ま
す
〜

注１：保険料を納めた場合と比べて、受け取る年金額が以下のとおりとなります（平成21年4月以降の免除期間）。
　　 ・全額免除の場合：２分の１
　　 ・半額免除の場合：４分の３
　　 ・４分の３免除の場合：８分の５
　　 ・４分の１免除の場合：８分の７
注２：一部免除については、減額された保険料を納めないと「未納」と同等の扱いとなります。
注３：平成28年７月１日より、納付猶予制度の対象年齢が30歳未満から50歳未満に拡大されました。

ねんきんナビ 地域包括支援センターだより高齢者の
相談窓口「国民年金保険料の免除申請を受け付けています」 ～在宅介護支援センターの活動から～
◇救急医療情報キットをご存知ですか
　市では65歳以上でひとり暮らしの方、または高齢者のみの世帯の
方で希望のある方に「救急医療情報キット」を配布しています。
　救急情報シートに本人の基本情報、緊急連絡先、かかりつけ医療機
関などを記入し、配布された筒に入れて、自宅の冷蔵庫など目につき
やすいところに保管しておけば、万が一、救急車が必要な事態に本人
がうまく状況を伝えられなくても、救急隊員が自宅にある「救急医療
情報キット」の内容を確認し、より適切な対応をすることができます。
　高齢者世帯で夫婦ともに要介護認定を受けているご家庭の例を紹
介します。「できるだけ自宅で生活したい」という希望があり、介護保
険のホームヘルプサービスを利用しながら、夫婦のペースで生活をし
ていました。
　ある日、ヘルパーが訪問した時のこと、ご主人の様子がいつもと違
うことに気付きました。ヘルパーが奥様にご主人の様子を相談し、救
急車を要請、救急隊員に現在のご主人の症状を説明するとともに、か
かりつけ医や治療中の病気、内服薬などの重要な情報を「救急医療
情報キット」から伝えました。また、緊急連絡先に記入している親族の
方にも早急に連絡をとることができました。
　「救急医療情報キット」をご希望の方は、高齢者支援課高齢者支援
班まで問い合わせください。
◎高齢者の相談窓口として各種相談を受け付けています。自宅等に
訪問することもできますのでお気軽にご相談下さい。
問地域包括支援センター　☎（70）０４３９　 FAX （70）１０９３
　在宅介護支援センターおおあみ緑の里　☎（73）５１４６
　在宅介護支援センター杜の街　☎（70）１６６６

いきいき頭の体操クラブ日程
(すべて金曜日)

7 月
8月

9月

15日・22日・29日
 5 日・12日・19日・
26日
 2 日・  9 日・16日・
23日・30日

　介護支援ボランティア制度は、65歳以上の
方が市内の介護保険施設でボランティア活
動を行うとポイントが得られ、そのポイントを
最大５，０００円（年額）の交付金と交換でき
るというものです。
　ボランティア活動への参加を希望する方
は、登録研修会にご参加ください。
▶日時＝７月21日㈭14時～（13時45分～受
け付け）
▶会場＝中央公民館１階講義室
▶内容＝制度の説明、ボランティア活動の留
意点、ボランティア登録の受け付け（２時間
程度を予定）
▶対象者＝市内に住民登録のある65歳以上
の方（市の介護保険第１号被保険者）
▶申込方法＝７月14日㈭までに、社会福祉協
議会の窓口または電話で申し込み
▶持ち物＝介護保険証、印かん、筆記用具
□申・問社会福祉協議会　☎（72）１９９５

介護支援
ボランティア登録研修会に

参加しませんか

〈特定健康診査日程〉
日にち

７月19日㈫・20日㈬
7月21日㈭・22日㈮・23
日㈯・26日㈫・27日㈬・
28日㈭・29日㈮午前の
み・30日㈯

会　場
農村ふれあいセンターやまべの郷
保健文化センター３階ホール　
※駐車スペースに限りがあり、当日
は混雑が予想されます。公共交通
機関等のご利用をお願いします。

※7月29日㈮午後は協会けんぽ扶養家族の方のみ受診できます。
　国保・後期特定健診対象の方は午前のみになりますのでご了承ください。

◇「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と未納の違い
納　付

含まれる

含まれる

老齢・障害・遺族基礎年金の
受給資格期間に…
老齢基礎年金額の計算に…

全額免除

含まれる

含まれる（注1）

一部免除

含まれる（注2）

含まれる（注1・2）

納付猶予（学生納付特例）

含まれる（注3）

含まれない（注3）

未　納

含まれない

含まれない

□申・問千葉年金事務所　☎０４３（２４２）６３２０
　市民課国保年金班　☎（70）０３３４

　国民年金保険料を納付することが困難な場
合には、保険料の納付が免除・猶予される「保険
料免除制度」や「納付猶予制度」があります。
　保険料の未納が続くと、万一の障害や死亡と
いった不慮の事態の際に障害基礎年金や遺族
基礎年金が受け取れない場合がありますのでご
注意ください。
　平成28年度の免除等の申請は、７月１日㈮か
ら受け付けています。対象期間は、平成28年７
月から平成29年６月となります。また、免除につ
いては、過去２年（申請月の２年１カ月前の月分）

までさかのぼって申請ができます。
　失業等により保険料を納付することが経済的
に困難になったものの、申請を忘れていたことな
どにより未納期間がある方は、市民課国保年金
班または年金事務所で手続きをしてください（郵
送による申請も可能です）。
▶申請に必要なもの＝本人確認できるもの、印
かん、基礎年金番号がわかるもの
※失業等で申請を行う方は、雇用保険受給資格
者証（雇用保険被保険者離職票）等を持参してく
ださい


